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令和２年度在宅医療介護連携推進協議会事業スケジュール（予定） 

 ５月２０日  第１回幹事会   令和２年度事業について他     

 ６月      調剤薬局部会   薬薬連携について   

 ７月     歯科医師部会   口腔機能管理と管理栄養士 

                     による在宅栄養指導の講演 

 ９月     医師部会      医師 ⇔ ケアマネジャー 懇談会 

         第２回幹事会 

１０月     多職種合同研修会   「見える事例検討会」 

１１月     多職種合同研修会   内容未定    

１２月     町民対象啓発講座   内容未定    

 ２月     第３回幹事会 

   

 

 

 

 高畠町在宅医療・介護連携推進

協議会会長の粕川です。皆様方に

おかれましては、日頃より在宅医

療と介護に多大なるご配慮を頂き

感謝を申し上げるしだいです。 

 高畠町は行政をはじめ在宅医療に熱心な方が多く、平成２６

年に高畠町在宅医療・介護連携推進協議会を立ち上げてから

は、高畠町の在宅医療・介護は置賜の市町№１ではないかと

思います。 

 私事になりますが、公立高畠病院に赴任してきたのは、昭和 

６１年５月のことでした。当時は在宅医療や介護という言葉は

ありませんでした。はじめて往診したのは平成２年のことだった 

 

 

 

 

と記憶しています。がんの末期の患者さんでした。赴任した時 

の上司は当時５２歳で「最近目が見えないんだよな」と話してい

ました。外科医は老眼でいずれ手術ができなくなるのだと思い

ました。また、平成１９年１１月肝がんだった父は「家に帰りた

い」という言葉を残して病院で亡くなりました。そして平成１８年

に在宅療養支援診療所の制度が始まっていました。 

 以上のことから、在宅医療が進んでいない高畠町で在宅医

療をやろうと思い、平成２０年に開業しました。以後高畠町の在

宅医療・介護が進展してきたことはうれしい限りです。 

 このたび南陽東置賜郡医師会会長を辞職することになりまし

たが、これからも住民のため、皆様方とともに在宅医療・介護

が進展するように、より一層尽くしてゆく所存です。 

令和２年度高畠町在宅医療介護連携推進協議会「全体会」中止のお知らせ 

平素高畠町在宅医療介護連携推進協議会活動にご理解を頂き感謝申しあげます。例年５月の第４

週に開催しております「協議会全体会」ですが、今年度は新型コロナウィルス感染症の感染拡大防止の

為に、中止にさせて頂く事と致しました。６月以降の活動に関しましては、今後の状況をみながら開催
の有無を決定させて頂きます。何卒ご了承くださいますようお願い申しあげます。 

編集後記 

 令和２年度が始まりました。これまで「取材、編

集、印刷、発行」更には配送まで一人で担当して

おりました高橋新一郎氏がこの３月で退任致しま

した。ご苦労様でした。代わってこの号より縮井が

担当いたします。それにしても、人間の営みを根

底から否定するような新型コロナウィルスの活動

は憎らしい限りです。 左記の今年度の予定は

ウィルスの勢いしだいで、変更を余儀なくされるか

もしれませんが、協議会としては、ウィルスの毒に

負けないように粛々と活動してまいりたいと存じま

す。会員の皆様方には、より一層ご支援、ご協力

下さいますようお願い申し上げます。 

                  編集部 縮井  

 高畠町在宅医療・介護連携推進協議会会長 

 医療法人かすかわ醫院院長 粕川 俊彦 

ご  あ  い  さ  つ 


